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 ヤマブドウ優良系統の選抜試験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       （担当 特用林産部 専門研究員: 泉 憲裕） 

１ 研究のねらい 

 本県の特産物の一つであるヤマブドウを使

った自然健康食品用の原料を安定供給するた

めに、本県に適した品種系統を開発する。  

 

２ 方  法 

(1) 平成３年度から、県内各地の野外から 60

系統のヤマブドウの蔓を採集し、挿し木

苗を養成して滝沢村と矢巾町に植栽し

た。 

(2) 平成５年度に矢巾町に植栽した系統に結

実が見られたことから、次の調査をした。

(3) 遺伝的形質の優良な系統の判定に重要な

因子である結実上位 10 房重量について比

較した。 

(4) 調査は結実のあった系統各４本を対象に

上位 10 房の重量を測定し、１本あたりの

平均値を求めた。 

３ 結  果 

(1) 平成５年度に植栽した 19 系統のうち 12

系統が結実した。 

(2) １本あたりの結実上位 10 房重量平均は

0.7kg であったが、多いもので 1.1kg のも

のもあった。  

 

４ 成果と今後の進め方 

(1) 以上のことから、供試した系統の中から

優良系統を選抜できる見通しが得られ

た。 

(2) 今回の調査は、結実初年度のものであり、

隔年結果特性や糖度についても調査する

必要がある。 

(3) 優良系統の総合的評価は４～５年間の継

続調査の結果によって行う必要がある。

(4) また、関係機関との共同で成分分析等の

性調査を行う予定である。 
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図 ヤマブドウ結実量調査（抜） 

 

 
写真－１ 実が密な系統（系統番号３） 

写真－２ 実が粗な系統（系統番号 17） 


